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1．はじめに 

筑波山の周辺地区は日本の温暖帯と冷温帯の境界付

近に位置しており，種多様性の高い地区とされている．

そのため，筑波山をはじめとした筑波山塊は環境省よ

り水郷筑波国定公園に指定され保護されており，NPO

法人から筑波山地域ジオパークとして認定されている． 

筑波山地区の植生については環境省生物多様性セン

ターより「植生自然度調査」1)，林野庁より「霞ヶ浦国

有林の地域別の森林計画書」2)，茨城県より「ブナ・イ

ヌブナの毎木調査」3)と調査が行われているが，一部の

植物のみであったり，範囲が限定されていたりと国定

公園と指定された全域を調査したものはない． 

また，水郷筑波国定公園周辺区域では森林のうち

10ha 未満の土地所有者が 96%を占めている 2)ことや，

林業従事者の高齢化といった観点から少人数で植生状

況を把握することが求められている． 

衛星リモートセンシングによる観測情報から求めら

れる正規化植生指標（NDVI）による植生の活性度の調

査は，衛星画像の有する広域性，周期性に利点から広域

な領域の長期間にわたる植生環境の調査に有効である． 

本研究では，水郷筑波国定公園の筑波地区における

植生の時系列的な状況を衛星リモートセンシングによ

る正規化植生指標値によって時系列的に調査し，GISを

利用した植生種別ごとの植生環境変化の特徴を考察し

た． 

 

2．対象領域 

ここでの対象領域は，水郷筑波国定公園に指定され

ている地域のうち，筑波地区と呼ばれる山間区域であ

る．今回の対象領域を図-1 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3．使用データ 

本研究に用いる衛星画像データは USGS4)（U.S. 

Geological Survey）より公開されている Landsat5/TM

画像データを利用した．観測年月は表-1 に示す．1987

年から 2011 年の約 10 年ごとに 3 時期を選択した．な

お，雲の影響が少ない条件下で植生活性度が比較的上

昇する 7 月のデータを使用した．参照データとして環

境省自然環境局が発行する植生調査(植生自然度調査)

による植生図を使用した． 

 

表-1. 使用データ 

観測年月日 衛星/センサ名 地上分解能 

1987/07/24 Landsat5/TM 30m×30m 

1999/07/25 Landsat5/TM 30m×30m 

2011/07/29 Landsat5/TM 30m×30m 

 

4．調査方法 

衛星画像から筑波地区の範囲を切り取り，植生の活

性度の変化を調査するため大気補正後のデータから各

観測年の NDVI 値（正規化植生指標値）を式（1）より

算出した． 
NDVI = (NIR-R)/(NIR+R)・・・式（1） 
（NIR：近赤外線の地表面反射率， 

R：可視光赤の地表面反射率） 
各植生別の NDVI 値分布を時系列的に比較するため，

算出した値をヒストグラム化したのち，度数折れ線で

表した．ここではヒストグラムでの階級の幅を 0.05 に

設定し，0 から 1 の 11 段階で評価した． 
対象領域の植生図の植生分類データを図-2 に示す．

ここでの植生分類項目数は凡例の 6 種類である．植生

は本来その土地に生育していた自然植生，人間活動の

影響によって置き換えられた代償植生，人間が植林を

行った人工林に分けられる． 

本研究では，温暖帯針葉樹林，落葉広葉樹林（太平洋

型）が自然植生，常緑針葉樹林，落葉広葉樹二次林，常

緑広葉樹林が代償植生，植林地が人工林に該当する． 
 

 
 

凡例の 6 種類のうち分類後のデータ数が多い常緑針

葉樹二次林，植林地，常緑針葉樹林をグループ A，抽出

したデータ数が少ない温暖帯針葉樹林，落葉広葉樹林

（太平洋型），常緑広葉樹林をグループ B とし、NDVI

値の分布特性の違いを考察した． 

図-2. 対象地区の植生分類 1) 

【凡例】 

図-1. 水郷筑波国定公園筑波地区の範囲 
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5．調査結果 

各植生別の NDVI 値の分布を図-3 に，ヒストグラム

による時系列変化を図-4 に示す．グループ A を見ると

常緑針葉樹林，落葉広葉樹二次林では対象領域全体と

同じ傾向が示されたが，植林地では 2011 年の NDVI 値

がやや減少傾向にある変化が示された．これらより全

体では植生の活性度が維持されている中，植林地のみ

植生活性度がやや低下していることが考察された．こ

れは対象領域内の人工林が利用期を迎え，高齢級の林

分が増加していることからだと考えられる． 

また，グループ B はグループ A に比べデータのばら

つきが大きくなっている．これらは山頂付近に位置し

ていることから雲がかかっている範囲が多いことや，

得られた画像数が少ないことから NDVI 値が低いデー

タの割合が多くなったと考えられる． 
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6．おわりに 

1969 年に筑波山塊が水郷筑波国定公園に指定され,

植生の保護が図られた．その後の植生変化に大きな変

化は示されず森林の活性度が継続的に安定しているこ

とが考察された． 

また，植生種別の NDVI 値の変化を詳細に分析する

とグループ A では常緑針葉樹二次林，落葉針葉樹林の

活性度の低下は見られなかったが，微少ではあるが植

林地では植生活性度の低下が考察された． 

グループ B では雲の影響でデータ数が少ないことか

らばらつきが大きくなってしまったことが考えられ

る．これらの植生をモニタリングするためには高分解

能衛星や航空写真などの活用が必要となってくる． 

今後は，最新の観測データを追加すると同時に，樹

種の詳細な情報やその他の環境指標値および種々の地

理空間情報を併用し，環境保全をより推進させるため

の環境情報マップを構築する予定である． 
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図-3. 各植生の NDVI 値の分布状況 

グループ A          グループ B 
図-4. 植生別の NDVI 値の時系列変化 0.8 

0.0 

Ⅳ-112 第47回土木学会関東支部技術研究発表会


